
 

◆
物
価
高
騰
対
策 

 

〈
名
取
泰
〉
物
価
高
騰
の
県
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
知
事
は
今
議
会
の
説
明
要
旨
の
中
で
認
識
を
示
さ

な
か
っ
た
。
知
事
の
認
識
と
、
県
と
し
て
の
緊
急
の
対

策
を
示
し
て
ほ
し
い
。 

 

〈
総
務
部
長
〉
県
で
は
低
所
得
者
世
帯
や
医
療
機
関
・

福
祉
施
設
へ
の
支
援
金
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
導
入

支
援
な
ど
様
々
な
対
策
を
繰
り
返
し
実
施
し
て
き
た
。

今
後
も
物
価
動
向
や
、
国
が
今
月
中
に
策
定
予
定
の
総

合
経
済
対
策
の
内
容
も
踏
ま
え
適
切
に
対
応
す
る
。 

 

〈
名
取
泰
〉
物
価
高
が
こ
れ
だ
け
深
刻
な
の
に
所
信
で

一
切
触
れ
な
か
っ
た
は
認
識
が
甘
い
と
思
う
。
南
ア
ル

プ
ス
市
で
は
貨
物
事
業
者
へ
の
燃
油
代
補
助
と
、
４
回

目
と
な
る
商
品
券
の
発
行
を
予
算
化
し
た
。
市
町
村
任

せ
で
な
く
、
県
が
緊
急
の
対
策
を
打
ち
出
す
べ
き
だ
。 

 

〈
総
務
部
長
〉
国
の
対
策
の
補
正
予
算
成
立
後
、
適

宜
、
適
切
に
県
と
し
て
も
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 

◆
県
の
人
口
減
少
対
策 

 

子
ど
も
医
療
＝
県
の
対
象
年
齢
拡
大
を 

 

〈
名
取
泰
〉
県
は
『
人
口
減
少
危
機
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
暫
定
プ
ラ
ン
）
』
を
示
し
た
が
、
そ
の
中
の
「
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
の
促
進
」
に
つ
い
て
、
山
梨
県
は

現
在
の
通
院
で
５
歳
未
満
、
入
院
で
就
学
前
ま
で
の
助

成
対
象
を
い
つ
か
ら
拡
大
す
る
考
え
な
の
か
。 

 

〈
子
育
て
支
援
局
長
〉
県
と
し
て
は
、
現
行
の
助
成
制

度
を
継
続
し
つ
つ
、
全
国
知
事
会
な
ど
を
通
じ
、
引
き

続
き
国
に
対
し
全
国
一
律
の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

を
要
望
し
て
い
く
。 

〈
名
取
泰
〉
県
と
し
て
の
主
体
性
が
見
え
な
い
。
現
行

の
県
の
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
は
、
も
う
１
５
年
も

変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
県
内
２
７
市
町
村
中
２

６
自
治
体
で
既
に
１
８
歳
ま
で
医
療
費
助
成
の
対
象
に

し
て
い
る
。
「
無
料
化
の
促
進
」
と
い
う
な
ら
、
県
の

助
成
対
象
を
広
げ
る
し
か
な
い
。 

 
 

〈
子
育
て
支
援
局
長
〉
医
療
費
制
度
と
い
う
も
の
は
、

全
国
一
律
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
国
に
対

し
て
一
律
の
助
成
制
度
を
要
望
し
て
い
く
。 

 

給
食
費
無
償
化
＝
市
町
村
へ
財
政
支
援
を 

 

〈
名
取
泰
〉
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
で
検
討
す
る
と
し
て
い

る
「
給
食
費
無
償
化
を
実
施
す
る
市
町
村
へ
の
支
援
」

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
市
町
村
を
対
象
に
し
た
支
援

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

 

〈
教
育
長
〉
小
中
学
校
の
給
食
は
、
学
校
給
食
法
に
基

づ
き
各
市
町
村
で
判
断
い
た
だ
い
て
い
る
。
県
と
し
て

は
、
給
食
費
無
償
化
を
実
施
す
る
市
町
村
へ
の
支
援
の

必
要
性
を
含
め
、
総
合
的
に
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。 

 

〈
名
取
泰
〉
小
中
学
校
と
も
給
食
費
無
償
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
町
村
数
が
、
各
都
道
府
県
の
全
市
町
村
数

に
占
め
る
割
合
を
調
べ
て
み
る
と
、
今
年
度
で
は
山
梨

県
は
約
７
割
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
対
し
て
県
は

ま
だ
何
も
や
っ
て
い
な
い
。
県
と
し
て
す
べ
て
の
市
町

村
に
財
政
支
援
を
す
べ
き
だ
。 

 

奨
学
金
返
済
が
若
者
の
人
生
の
障
壁
に 

 

〈
名
取
泰
〉
多
く
の
若
者
が
卒
業
と
同
時
に
平
均
で
３

２
０
万
円
も
の
奨
学
金
返
済
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
は
、
ま
さ
に
若
者
の
人
生
の
障
壁
だ
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
中
の
「
奨
学
金
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
検

討
」
に
つ
い
て
、
県
立
大
学
の
入
学
金
廃
止
、
授
業
料

減
免
枠
の
拡
大
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
県
独
自
の
返
済

不
要
の
奨
学
金
支
給
や
返
還
支
援
策
の
拡
大
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

 

〈
県
民
生
活
部
長
〉
国
の
入
学
金
・
授
業
料
の
減
免

や
、
給
付
型
奨
学
金
の
支
給
な
ど
の
制
度
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

〈
名
取
泰
〉
こ
こ
で
も
県
の
主
体
性
が
見
え
な
い
。
労

働
者
福
祉
中
央
協
議
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
奨
学
金
返

済
が
結
婚
や
子
育
て
の
み
な
ら
ず
、
毎
日
の
生
活
を
送

る
上
で
も
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
奨
学

金
の
返
済
を
免
除
す
る
制
度
が
重
要
だ
。
す
で
に
山
梨

県
で
は
県
内
就
労
を
条
件
に
い
く
つ
か
の
職
種
で
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
を
す
べ
て
の
業
種
に
広
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
奨
学
金
・
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
た
め
、
そ
の
原
因
に

つ
い
て
若
者
が
結
婚
や
出
産
を
た
め
ら
う
経
済
的
な
要

因
を
調
査
す
る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
必
要
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

＊
こ
の
他
、
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
中
面
へ
続
く
） 

一
問
一
答
方
式
で
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
（
１
０
月
４
日
） 

発行 山梨県議会議員 名取泰 

事務所 南アルプス市飯野3680 

電話 0９０－３４３５－４８３８ 

 ４月の県議選から半年が経ちました。10月12日まで開催され

ていた９月定例議会では、県議として初めて一般質問を行ない

ました。また、8～9月は県の指定管理施設・出資法人審査特別

委員会の委員として、１０～11月には決算特別委員会の委員と

してそれぞれの審査に臨みました。 

 今回の議会報告では諸活動と合わせてこれらの様子を中心に

ご紹介します。どうぞご覧ください。 

 皆さんからのご意見をお待ちしております。 
2023年１１月 

No.２ 

山
梨
県
議
会 

一
般
質
問 

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 

県議会９月定例会最終日 県の総合計画案へ

の反対討論を行ないました。詳しくは山梨県

議会のホームページから動画でご覧いただけ

ます（動画の１９分から）。 

その他の活動報告など、すべての情報は「名取

やすし」公式ホームページでご覧いただけます。 

名取やすし 

  主な活動(前回以降～10月) 
 

7月 
24日・ＪＡ南アルプ 

    ス市懇談 

28日 ・ＪＡフルーツ 

    やまなし懇談 

26、27、31日  

   ・指定管理設、  

    出資法人の審査特別委員会 
 

8月 
4日  ・河川敷内の雑草林の現地調査 

5日  ・リニア中央新幹線裁判報告会 

8日  ・新人議員研修会 

10日 ・県有地裁判結果を受けて知事   

    に要請書提出 

     ・南アルプス市役所でコストコ周 

    辺の渋滞対策について聞き取り 

18日 ・看護職員処遇改善聞き取り 

21日 ・南アルプス市放課後児童クラブ 

        視察 

22日 ・南アルプス市立豊小学校懇談 

23日 ・指定管理施設・出資法人の審 

    査特別委員会 

    ・県議会事務局内パワハラ報道 

    を受けて議長へ要請書提出 

24日 ・富士急行バス懇談 電気バス  

    と富士山５合目視察 

25日 ・マイナ保険証問題で保険医協 

        会と懇談 

30日～9月1日 ・県議会農政産業観光 

        委員会県外視察 
    

9月 
12日 ・9月県議会議案等説明会 

19日 ・議会運営委員会 

23日 ・巨摩高校100周年記念式典 

26日 ・9月県議会開会 

29日 ・県議会質問 
 

10月 
2、３日 ・県議会質問 

4日 ・県議会質問（名取泰） 

5、６日 ・県議会常任委員会 

12日 ・県議会閉会  

20、２３、２４日 ・決算特別委員会 

25日 ・電気バスの活用についての提 

         案を知事あてに提出 

27日 ・中部横断道地域説明会 

28日 ・県消防協会支部演習視察 

30日 ・県議会デジタル化委員会視察 

中小・小規模企業への支援実績の分類、集計を 
 

 （公財）やまなし産業支援機構は、県内の中小企業・小規模

企業への様々支援や相談業務を行なっています。しかし、そ

れらの利用状況について、中小企業及び小規模企業ごとに実

績数の分類と集計が行なわれていないことがわかりました。 

 また、昨年度に最も利用の多かった総合相談事業でも１，６１

４社であり、これは県内の中小企業・小規模企業数の総数約

３万社に対してわずか５．３％です。周知方法や申請方法など

について検証が必要と考えます。 

明野処分場～事業終結見通せず 
 

 （公財）環境整備事業団が管理する環境整備センター（明野

処分場）は、処分場の閉鎖後も排水が環境基準値を上回る状

況が続き、その管理費用で事業団も毎年赤字となっていま

す。そして赤字額は県の一般財源から補填しています。 

 維持管理期間１０年の最終年度に当たる来年度末において

も、事業終結は難しく、最終赤字額も約５３億円と見込んでい

ましたが、それがどこまで膨れるかも見通せていません。 

問われる物価高騰対策の内容 
 

 県内市町村が給食の食材費高騰対策や給食費の無償化に

取り組む中、県が昨年の９月補正で予算化した県立学校の給

食費補助はわずか１６９万円でした。また、今年１月に県は生活

が大変な方への灯油の購入券配布事業で３，６６７枚を配布し

ました。しかし県内の生活保護世帯数は約５５００軒あること

からすると不十分さが否めません。 

 その一方で、昨年の１２月補正で予算化した「家庭用省エネ

機器導入支援事業費」は、省エネ家電を導入した際の一部を

助成する総額１０億３６００万円の事業で、すべてを翌年度繰

越としましたが、予算の２割程度しか使われていません。 

 省エネ家電を買わなければ助成されないのでは、毎日の暮

らしが大変で、家電の買い替えどころではない人はそもそも

使えません。物価高騰対策として有効であったのか、必要な

所に手立てができていたのかが問われます。 

 

特養の入所待ち解消に抜本的な対策必要 
 

 県内は特養（特別養護老人ホーム）への入所待ちを解消す

るための対策の一つとして、ショートステイの一部を特養に転

換しています。しかし、令和４年度の転換実績は３４床、待機

者は全県で約１７００人であることから、この方法では抜本的

な解決になりません。 

 今後は低所得者でも入所できるような広域型の特養ホーム

の整備や利用料の負担軽減などが必要と考えます。そして、

介護職員の確保、在宅介護の支援を担う看護小規模多機能

事業所の拡大も必要です。 



４
７
台
に
減
る
。
更
に
県
が
作
成
し
た
登
山
鉄
道

構
想
で
は
、
１
時
間
当
た
り
の
最
大
輸
送
人
員
を

千
二
百
人
に
仮
設
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
基
に
す

れ
ば
約
１
５
台
か
ら
２
１
台
で
運
行
が
可
能
だ
。

こ
れ
は
「
現
実
的
」
な
台
数
で
は
な
い
か
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
運
行
台
数
と
し
て
は
現
実
的

な
数
字
だ
が
、
な
お
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
方
が
運
行
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
優
位
性
が
高
い
と
考
え
る
。 

 

〈
名
取
泰
〉
現
実
的
と
答
弁
し
た
の
だ
か
ら
６
月

議
会
で
の
「
非
現
実
的
だ
」
と
い
う
答
弁
は
撤
回

し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
６
月
の
答
弁
は
あ
く
ま
で
も

４
０
人
で
計
算
し
た
も
の
で
、
５
６
人
、
７
７
人

と
い
う
乗
車
定
員
の
数
字
は
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
答
弁
を
撤
回
す
る
つ
も
り
は
な
い
。 

電
気
バ
ス
の
ブ
レ
ー
キ
性
能
に
「疑
問

が
あ
る
」と
の
発
言
は
撤
回
を 

 

〈
名
取
泰
〉
私
は
現
実
の
数
字
を
基
に
し
て
い

る
。
今
後
は
現
実
的
な
数
字
と
考
え
て
ほ
し
い
。 

 

技
術
面
に
つ
い
て
先
日
外
国
特
派
員
協
会
で
知

事
は
、
電
気
バ
ス
は
「
下
り
坂
の
ブ
レ
ー
キ
を
安

全
な
も
の
に
で
き
る
か
疑
問
が
あ
る
」
と
発
言
さ

れ
た
。
一
方
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
複
数
の
ブ
レ
ー
キ
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
の
で
安
全
性
が
高
い
と
も
発
言
さ
れ

た
。
し
か
し
、
連
続
勾
配
で
の
走
行
事
例
の
な
い

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
対
し
て
、
電
気
バ
ス
は
す
で
に
毎
日
運

行
し
て
い
る
。
そ
れ
を
ブ
レ
ー
キ
の
安
全
性
に
疑

問
が
あ
る
な
ど
と
言
っ
て
問
題
に
な
ら
な
い
か
。

訂
正
す
る
な
ら
す
る
で
、
し
っ
か
り
答
弁
を
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
バ
ス
の
下
り
勾
配
で
の
性
能

に
つ
い
て
は
、
登
山
鉄
道
基
本
構
想
の
中
で
検
討

が
さ
れ
た
こ
と
を
、
知
事
は
そ
の
旨
述
べ
た
も
の

で
あ
り
、
発
言
を
撤
回
す
る
つ
も
り
は
な
い
。 

 

現
行
法
の
下
で
排
ガ
ス
規
制
は
可
能 

 

〈
名
取
泰
〉
現
実
に
運
行
し
て
い
る
も
の
を
も
と

に
指
摘
し
て
い
る
。
現
実
を
よ
く
み
て
ほ
し
い
。 

 

道
路
法
に
よ
る
車
両
規
制
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。
知
事
は
同
じ
講
演
で
「
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン

は
法
律
上
〝
道
路
〟
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の

で
電
気
バ
ス
だ
け
を
通
し
て
、
排
気
ガ
ス
を
出
す

観
光
バ
ス
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
も

発
言
さ
れ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
ス
バ
ル
ラ
イ
ン

で
は
マ
イ
カ
ー
規
制
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
根

拠
の
道
路
交
通
法
第
４
条
で
は
、
都
道
府
県
公
安

委
員
会
の
判
断
で
交
通
規
制
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
を
活
か
せ
ば
排
気
ガ
ス

を
出
す
観
光
バ
ス
な
ど
に
つ
い
て
も
規
制
す
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
だ
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
道
路
法
、
道
路
交
通
法
の
解

釈
や
運
用
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

〈
名
取
泰
〉
富
士
山
５
合
目
に
お
け
る
電
気
や
水

道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
に
つ
い
て
は
登
山

鉄
道
と
別
の
課
題
と
し
て
す
す
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
富
士
山
吉
田
口
五
合
目
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
は
、
地
元
市
町
村
や
受
益
者
が

工
事
費
な
ど
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
登
山

鉄
道
の
整
備
と
併
せ
て
行
な
い
、
そ
の
整
備
費
用

の
大
宗
を
鉄
道
利
用
者
の
受
益
者
負
担
と
す
れ

ば
、
地
元
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
た
め
合
理
的
と
考

え
て
い
る
。 

 

〈
名
取
泰
〉
登
山
鉄
道
構
想
に
は
「
雪
崩
や
落
石

に
対
す
る
防
災
対
策
は
、
鉄
道
建
設
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
対
応
を
検
討
す
る
」
と
書
い
て
あ
る
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
も
登
山
鉄
道
と
は
別
に
対
応
を
検
討

し
た
ら
ど
う
か
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
雪
崩
等
の
災
害
に
つ
き
ま
し

て
は
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
を
管
理
し
て
い
る
県
と
し

て
、
当
然
な
す
べ
き
も
の
だ
が 

五
合
目
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
整
備
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
地
元
市
町

村
ま
た
受
益
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
。 

 

〈
名
取
泰
〉
費
用
負
担
の
問
題
を
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
が
、
地
元
自
治
体
か
ら
は
先
行
し
て
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
整
備
を
求
め
る
声
が
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
。 

 

過
大
な
事
業
費
を
費
や
し
、
こ
れ
以
上
富
士
山

を
傷
つ
け
る
よ
う
な
登
山
鉄
道
構
想
は
撤
回
す
る

べ
き
だ
。 

ぜ
ひ
、
動
画
で
ご
覧
く
だ
さ
い 

 

今
回
紹
介
し
た
質
問
の
様
子
を
動
画
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
山
梨
県

議
会
」
を
検
索
し
、
「
県
議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」
→

「
議
員
名
で
選
ぶ
」
→
「
名
取

泰
」
と
進
ん
で
く
だ
さ
い
。 

◆
県
有
地
裁
判
結
果 

 

最
初
か
ら
勝
て
る
見
込
み
な
し 

 

〈
名
取
泰
〉
山
中
湖
畔
県
有
地
の
賃
貸
借
契
約
を

め
ぐ
る
県
と
富
士
急
行
の
裁
判
は
二
審
も
、
県
の

全
面
敗
訴
と
な
っ
た
。
県
民
か
ら
は
「
最
初
か
ら

勝
て
る
見
込
み
の
な
い
裁
判
に
多
額
の
弁
護
士
費

用
を
つ
ぎ
込
ん
で
税
金
を
無
駄
に
し
た
」
と
い
う

厳
し
い
声
が
聴
か
れ
る
。
知
事
は
県
政
を
混
乱
さ

せ
た
責
任
に
つ
い
て
県
民
に
謝
罪
し
、
弁
護
士
費

用
は
じ
め
と
し
た
巨
額
の
裁
判
費
用
に
つ
い
て
弁

済
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

〈
知
事
〉
山
中
湖
畔
県
有
地
の
賃
料
に
つ
い
て

は
、
１
０
数
年
前
よ
り
適
正
さ
に
疑
義
が
呈
さ
れ

て
き
た
。
特
に
日
本
共
産
党
は
、
再
三
再
四
、
山

林
素
地
を
基
礎
と
す
る
賃
料
改
定
は
不
当
で
あ
る

と
主
張
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
声
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
過
去
に
遡
っ
た
是
正
の
可
能
性
が
あ
る

以
上
、
県
民
利
益
の
最
大
化
の
た
め
全
力
を
尽
く

す
こ
と
は
県
有
財
産
を
預
か
る
者
の
責
務
で
あ

り
、
一
連
の
訴
訟
追
行
は
知
事
の
責
務
を
果
た
し

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

〈
名
取
泰
〉
控
訴
審
判
決
の
「
土
地
の
造
成
に
よ

る
不
動
産
自
体
の
価
値
の
増
加
分
に
つ
い
て
は
、

最
終
的
に
は
所
有
者
で
あ
る
山
梨
県
に
帰
属
す

る
」
と
い
う
部
分
を
知
事
は
裁
判
の
最
大
の
成
果

の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
知
事
も
所

信
で
「
極
め
て
常
識
的
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
、

土
地
の
賃
貸
借
上
は
当
然
の
こ
と
だ
。
わ
ざ
わ
ざ

裁
判
で
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

は
な
い
。
そ
う
し
た
認
識
は
な
い
の
か
。 

 

〈
知
事
〉
ま
さ
に
常
識
的
な
判
断
が
常
識
と
し
て

通
じ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
こ
の
問
題
の
本
質

と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
賃
料
改
定
に
む
け
、

そ
の
常
識
の
実
現
に
向
け
て
、
今
ス
テ
ッ
プ
を
着

実
に
踏
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。 

 

契
約
書
通
り
最
初
か
ら
交
渉
す
べ
き 

 

〈
名
取
泰
〉
富
士
急
行
と
の
契
約
書
に
「
土
地
価

格
の
変
動
で
、
不
相
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
貸

付
料
を
随
時
改
定
で
き
る
」
と
書
い
て
あ
る
通

り
、
最
初
か
ら
交
渉
を
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ

と
。
そ
れ
が
日
本
共
産
党
の
立
場
だ
。 

 

一
審
、
二
審
と
裁
判
で
負
け
、
裁
判
で
得
た
と

い
う
成
果
も
、
不
動
産
取
引
上
当
た
り
前
の
こ

と
。
そ
の
た
め
に
２
億
５
千
万
円
も
使
っ
た
。
し

か
も
知
事
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
は
な
く
、
す
べ

て
県
民
の
税
金
だ
。
あ
ら
た
め
て
謝
罪
と
弁
済
を

求
め
て
お
き
た
い
。 

 

県
有
地
裁
判
の
経
過
に
つ
い
て
、
第
三
者
委
員

会
を
設
置
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

 

〈
林
政
部
長
〉
一
般
的
に
検
証
は
一
連
の
事
件
・

過
程
の
全
て
を
対
象
に
す
る
こ
と
で
初
め
て
意
味

を
な
す
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
検
証
に
つ
い
て

は
、
山
中
湖
畔
県
有
地
に
係
る
賃
料
改
定
が
終
了

し
た
後
に
行
い
た
い
。 

 

◆
富
士
山
登
山
鉄
道
構
想 

 

〈
名
取
泰
〉
知
事
は
富
士
山
の
抱
え
る
様
々
な
問

題
の
解
決
の
切
り
札
と
し
て
、
登
山
鉄
道
（
次
世

代
型
路
面
電
車
＝
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
を
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
県
民
か
ら
は
批
判
の
声
が
あ
る
。
既

存
の
電
気
バ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る

こ
と
か
ら
、
登
山
鉄
道
で
は
な
く
、
電
気
バ
ス
で

の
運
行
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
検
討

会
に
お
い
て
は
、
様
々
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
比
較

検
討
し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
優
位
性
が
高
い
と
さ
れ
た
。

世
界
遺
産
富
士
山
の
環
境
と
観
光
の
あ
り
方
検
討

会
の
報
告
に
お
い
て
も
、
鉄
道
以
外
の
シ
ス
テ
ム

は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
別
の
視
点
か
ら

の
提
案
も
積
極
的
か
つ
現
実
的
な
提
案
が
あ
れ
ば

議
論
の
俎
上
に
載
せ
、
丁
寧
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の

形
成
、
ひ
い
て
は
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
に
向
け
た

機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。 

 

〈
名
取
泰
〉
６
月
県
議
会
で
知
事
は
「
電
気
バ
ス

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
『
非
現
実
的
』
だ
」
と
答

弁
し
た
。
そ
の
根
拠
を
担
当
課
に
聞
き
、
図
（
下

図
）
に
し
た
。
夏
場
の
富
士
山
５
号
目
の
入
込
者

数
を
基
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
電
気
バ
ス
を
比
較
し
、
県
で

は
電
気
バ
ス
は
定
員
４
０
人
と
想
定
し
て
い
る
た

め
、
１
日
６
５
台
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
指
し
て

「
こ
れ
だ
け
の
台
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
現
実
的

で
な
い
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
見
解
で
よ
い
か
。 

 

〈
知
事
政
策
局
長
〉
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に

つ
い
て
そ
の
説
明
の
と
お
り
だ
。 

 

電
気
バ
ス
の
運
用
は
「現
実
的
」 

 

〈
名
取
泰
〉
日
本
共
産
党
の
現
地
調
査
で
、
実
際

に
運
行
し
て
い
る
電
気
バ
ス
の
乗
車
定
員
は
５
６

人
乗
り
と
７
７
人
乗
り
だ
っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に

計
算
す
れ
ば
、
１
日
の
必
要
台
数
は
３
３
台
か
ら

パネルを示して質問する名取泰県議 

富士山５合目まで走行している電気バスを視察・乗車 

富士登山鉄道構想について富士吉田市長と懇談 

南アルプス市内の河川の雑草木について調査 

JA南アルプス市の幹部の皆さんと意見交換 

活動報告 
 

現場の声をいかして議会

質問に取り組んでいます。 

皆さんからの情報も 

お寄せください。 


